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フンから見る「森と野生動物の関わり」

右の写真は、野生動物の痕跡「フン」を調査している

時に出会った瞬間です。アリが赤い種子を運んでいます

がこれはヒメコウゾの種子で、タヌキが実を食べて（丸

呑み？）フンをした中にあった種子です。この種子には

果肉が残っており、アリはその果肉を食べて満足すると

巣へ運んでいきました。フンに限らず、野生動物の痕跡

は人間にとって不必要に思われ、また危険があるものです

が、森の中ではフンさえも必要とする生き物がいます。

タヌキが実を食べ、フンとして種子を落とし、その種

子をアリがより遠くへ運ぶ。そして、運ばれた種子は新

天地で芽を出す可能性を秘めています。植物の視点でみ

ると、代わりに歩いて種子をまいてくれる利用者がいて

生き残ってきたといえます。
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左の図は野生動物（主にタヌキ、テン）の
痕跡（主にフン）からまとめた雑食性の哺乳
類に利用される実の暦です。
５～６月にはキイチゴ類が順に実をつけ、

７～８月は実が一旦落ち着き、９月から徐々
に種数が増加し、ツキノワグマ･サル･イノシ
シ･ネズミ･リスなどが食べる堅果類が実りま
す。そして、１月からは徐々に減少していき
ます。実が少ない時期には、小動物や昆虫な
どがフンによく混じるようになり、多くの野
生動物は冬を生き残るため晩夏よりたくさん
の食物を必要とし探し求めます。
暦から見えてくることは、あきる野の森に

暮らす野生動物は、このサイクルと共に存続
してきたということです。
「森があるから野生動物がいる、野生動物
がいるから森がある」当たり前のことですが
相互に育てあっていて今が存在しています。
森は私たちに必要です。そして、森を育て

ている野生動物は、森にも私たちにも必要な
存在だといえるのではないでしょうか。

（加瀬澤）

キタキチョウが訪れている．こうした
昆虫を狙って捕食者もやってくる

キノコなどの分解、還元者がいて
生態系が成り立っている

新しい芽が出ている

タヌキのフン場で

実の暦




